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対米輸出りんご“ふじ”の植物検疫処理
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は　じ　め　に

　日本において，りんご Malus pumila MILLER var.

domestica SCHNEIDER は主に中部山岳地方の長野県，

東北地方の青森，福島，岩手県で栽培されている。1989

年における生産量は1,045千トンで，品種別には“ふ

じ”が最も多く，総生産量の50.7％（530千トン）を占

めている（農林水産省統計情報部，1990）。

　一方，わが国の果樹農業は，国内産果実類の生産過

剰に加えて輸入果実類の増加もあって，国内市場価格

が低下するなど極めて厳しい状況に直面している。こ

のため，りんご生産地では高品質の“ふじ”を諸外国へ

積極的に輸出しようとする機運が高まっている。しか

しながら，多くの国は，輸入農産物とともに侵入する

可能性がある病害虫から自国の農業を保護するため，

日本産果実類の輸入を禁止又は制限するなど厳しい規

制を課している。そして，日本産の生果実をこれらの

国へ輸出するには，対象害虫に対する検疫処理方法を

開発しなければならない。

　わが国の生産者がりんご果実を輸出しようと考えて

いるアメリカ合衆国は，モモシンクイガCarposina

niponensis WALSINGHAM，モモノゴマダラノメイガ

Conogethes punctiferalis（GUENEE），リンゴコカクモ

ンハマキ Adoxophyes orana fasciata WALSINGHAM，

オウトウハダニ Tetranychus viennensis　ZACHER，ヵ

ンザワハダニ Tetranychus kanzawai KISHIDA 等が国

内未発生との理由で日本産りんご果実を原則輸入禁止

としている。そして，アメリカ合衆国の植物検疫規則

では，日本産りんごの輸入を解禁する条件として，り

んごに寄生するこれらの対象害虫に対する消毒技術開

発試験を行い，完全殺虫に関する科学的なデータを提

出することを求めている（吉澤1990）。

1）現在，神戸植物防疫所　　2）現在，横浜植物防疫所成田支所　　3）現在，門司植物防疫所　　4）現在，横浜植物

防疫所川崎出張所　　5），12）現在，那覇植物防疫事務所　　6）現在，横浜植物防疫所新潟支所酒田出張所　　7）現

在，農蚕園芸局植物防疫課　　8），9），10），11），14）現在、横浜植物防疫所　　13）現在，横浜植物防疫所塩釜支所釜

石出張所　　15）現在，青森県農業試験場
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　そこで，りんご“ふじ”の検疫対象となっている害虫

類を完全殺虫し，かつ，果実に障害が発生しない実用

的な検疫処理方法を開発するため，主として1987年

10月から1990年10月にかけて，横浜植物防疫所調査

研究部調査課・害虫課及び青森県りんご試験場病虫

部・栽培部が共同で各種の試験を実施したので，その

結果を報告する。

　本報告書には，りんご果実の消毒において，十分な

検疫処理効果を立証するために必要とされる各種の試

験データが含まれている。すなわち，Part1：収穫期の

りんご“ふじ”の果実に寄生する可能性があるモモシ

ンクイガCarposina niponensis WALSINGHAM及びモ

モノゴマダラノメイガ Conogethes punctiferalis

（GUENEE）のステージ，Part2：対米輸出りんご“ふ

じ”に寄生するモモシンクイガCarposina niponensis

WALSINGHAM 及びモモノゴマダラノメイガ
Conogethes punctiferalis（GUENEE）の植物検疫処理

（Test1：モモシンクイガ及びモモノゴマダラノメイ

ガ各ステージの臭化メチルくん蒸感受性試験，Test2：

モモシンクイガ及びモモノゴマダラノメイガ各ステー

ジの低温感受性試験，Test3：低温処理されたモモシ

ンクイガ5齢休眠幼虫の臭化メチルくん蒸感受性試

験，Test4：低温＋臭化メチルくん蒸組合せ処理にお

けるモモシンクイガ6日齢卵及び5齢休眠幼虫の大規

模殺虫試験），Part3：対米輸出消毒基準によるリンゴ

コカクモンハマキ Adoxophyes orana fasciata

WALSINGHAM，オウトウハダニ  Tetranychus viennen-

sis ZACHER，カンザワハダニ  Tetranychus kanzawai

KISHIDA及びナミハダニ Tetranychus urticae KOCH

の殺虫効果確認試験，Part4：りんご“ふじ”の臭化メ

チルくん蒸障害試験（Test1：臭化メチルくん蒸に対

するりんご“ふじ”の耐性，Test2：実用くん蒸におけ

るりんご“ふじ”の障害発生確認試験），Part5：臭化

メチルガスの浸透，収着及び脱着試験（Test1：被くん

蒸物への臭化メチルガス収着，Test2：実用くん蒸に

おける臭化メチルガスの収着，浸透及び脱着試験）及

びPart6：りんご果実中の臭化メチル及び無機臭素

残留分析等に関する試験データである。
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